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意見その１ 
全般：いくつかの代表的な具体例について、追補版を適用した場合と適用しない場合（以

前の評価法）を数値的に比較すると、判り易くなる。 
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追補版を適用した場合と適用しない場合の評価結果は，解説表 4.1.4-1～4.1.4-3 の
ース１（追補版を適用しない場合）とケース２（追補版を適用した場合）で比較する
とができるようにしてありますので、追加処置をとりません。。 
その２ 
者を配慮した用語解説（一箇所にまとめたもの）が欲しい。 

 

その３ 
－4.1.1：１パスビート、２パスビートの試験方法の違いについての説明が欲しい。 

 

科会、委員会は、この規格の使用には本文にある範囲の用語･記号の定義で必要にして
分と判断していますので、追加の処置をとりません。 

材料の無延性遷移温度（NDT 温度）は、落重試験片を用いて求めますが、落重試験片の製
の際には、表面にクラックスターター用の脆化ビードを盛ります。この脆化ビードの溶接
は、以前は 2 パス溶接が採用されていましたが、JEAC4202-1991「フェライト鋼の落重試
方法」において、１パス溶接による方法に改められました。この１パスビード，２パスビ
ドの落重試験の方法は，JEAC4202-1991 に規定されていますので、本追補版においては説
を記載する必要はないと判断していますので、追加の処置はとりません。 
なお、国内プラント材の１パスビードと２パスビードの試験片による NDT 温度の違いにつ
ては、以下の論文をご参照下さい。 
 
Higuchi M., Yamauchi T., Tanaka Y. and Iida K., ”Effects of Crack Starter Bead 
reparation in Drop-Weight Test on Nil-Ductility Transition Temperature, ” ,J. of 
ressure Vessel Technology, Trans. of the ASME,121 (1999) 196-202. 



 

 

 
 
意見その４ 
１パスと２パスの cIK 曲線を同じグラフに示して差異を明らかにし、この差異が生じた理由

を説明して欲しい。 
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解説図‐4.1.1‐1 に示されている KIc曲線のうち、JEAC4206‐2000 の 1 パスと 2 パスの
ーブは、（社）火力原子力発電協会構造基準委員会 KIR検討会で作成されたもので、破壊
性試験で得られた KIcあるいはその相当データ（J積分から換算した KJc）を、相対温度
T- RTNDT。T：温度、RTNDT：関連温度）で整理し、データを安全側に包絡する曲線として
かれたものです。この曲線群がご意見に対応するもですが、１パス溶接による方法と 2
ス溶接による方法とで得られる RTNDT の値（注）に差が出るため、このような結果にな
ます。このように、ご意見に係るデータは既に記載されていますので、追加の措置はと
ません。 
なお、ご参考までに、両者のカーブだけを取り出してをプロットしますと、添付図のよ
になります。 

注）RTNDTは NDT 温度とシャルピー衝撃試験データの双方から求められる関連温度である
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ASME Code Sec. XI Appendix G
K Ic =36.48+22.78exp[0.036(T-RT NDT )]
母材1パス(JEAC 4206-2000)
K Ic =33.46+65.29exp[0.0332(T-RT NDT )]
母材2パス(JEAC 4206-2000)
K Ic =32.91+43.40exp[0.0343(T -RT NDT )]
RT NDT：関連温度
T：金属温度

 
(1) 母材 
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ASME Code Sec. XI Appendix G
K Ic =36.48+22.78exp[0.036(T-RT NDT )]
溶接金属1パス(JEAC 4206-2000)
K Ic =32.55+32.64exp[0.0378(T -RT NDT )]
溶接金属2パス(JEAC 4206-2000)
K Ic =32.60+32.12exp[0.0340(T-RT NDT )]
RT NDT：関連温度
T：金属温度

 
(2) 溶接金属 
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